
に
一
般
に
古
墳
が
造
ら
れ
な
く
な
っ
た
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
大
阪
府
や
奈

良
県
下
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
築
造
し
た
人
々
は
大
王
一

族
や
有
力
な
豪
族
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
州
に
唯
一
、
存
在
す

る
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
に
は
、
天
武
天
皇
に
関
わ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
に

え

さ
か

わ
か

み

登
場
す
る
大
分
君
恵
尺
・
稚
見
の
二
人
が
想
定
さ
れ
て
い
て
、
七
世
紀
後

半
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

七
世
紀
中
葉
以
降
も
椎
田
町
後
ケ
谷
古
墳
群
や
行
橋
市
渡
築
紫
遺
跡
な

ど
で
は
ま
だ
小
古
墳
が
造
ら
れ
て
い
た
。
首
長
ク
ラ
ス
の
古
墳
築
造
は
定

か
で
な
い
が
、
行
橋
市
願
光
寺
裏
山
古
墳
が
七
世
紀
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
古
墳
は
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
石
室
の
実
測
図
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
さ

二
・
二
㍍
、
幅
二
・
六
㍍
の
や
や
横
長
の
玄
室
を
も
ち
、
羨
道
は
前
端
部

で
幅
三
・
六
㍍
と
大
き
く
開
く
。
ま
た
、
天
井
部
は
玄
室
・
羨
道
の
区
別

が
な
く
、
水
平
に
架
構
さ
れ
る
点
を
特
徴
と
す
る
。
玄
室
は
ほ
ぼ
四
壁
と

も
に
一
枚
石
、
羨
道
部
も
一
枚
石
な
い
し
は
小
振
り
の
石
材
を
併
用
す
る

二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
室
形
態
に
最
も
近
い
も
の
は
大
平
村

穴
ケ
葉
山
一
号
墳
で
あ
ろ
う
。
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
も
玄
室
は
各
一
枚
石
で

構
成
さ
れ
、
羨
道
部
の
天
井
石
が
玄
室
に
張
り
出
し
て
い
て
、
空
間
的
に

は
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
。
異
な
る
点
は
天
井
石
の
高
さ
、
羨
道
部
が
直
線

的
と
な
る
か
、
幅
広
と
な
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
願

光
寺
裏
山
古
墳
は
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
に
後
出
す
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
、
七

世
紀
中
葉
に
比
定
し
て
も
大
過
な
い
。
京
築
最
後
の
首
長
墳
で
あ
る
。

第
四
節

勝
山
町
の
古
墳
時
代

一

概

観

勝
山
町
に
文
化
財
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
た
の
は
平
成
四
年
の
こ
と

で
、
そ
れ
以
前
の
文
化
財
保
護
活
動
は
中
学
教
員
で
あ
っ
た
定
村
責
二
・

川
本
義
継
ら
の
貢
献
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
現
在
も
重
要
な
基
本
資
料

で
あ
る
遺
跡
分
布
図
は
、
主
と
し
て
彼
ら
の
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
定
村
・
川
本
ら
の
献
身
的
な
努
力
で
い
く
つ

か
の
遺
跡
が
破
壊
を
免
れ
、
失
わ
れ
た
遺
跡
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
。

町
内
の
古
墳

さ
て
、
町
内
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
分
布
を
図
２
―
１２１
に

示
し
た
が
、
こ
こ
に
は
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
、
あ
る

い
は
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
わ
せ
て
図
示
し
て
い
る
。

古
墳
は
、
町
域
の
南
北
・
西
を
限
る
山
塊
か
ら
派
生
し
た
丘
陵
上
に
ほ

ぼ
満
遍
な
く
分
布
す
る
が
、
国
道
二
〇
一
号
線
の
南
に
拡
が
る
稗
田
地
区

の
丘
陵
上
は
ほ
ぼ
空
白
地
帯
と
な
る
。
こ
こ
は
バ
イ
ラ
ン
土
（
真
砂
土
）

を
地
盤
と
し
、
石
材
の
入
手
が
困
難
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
周
囲
の
山
塊
に

は
花
崗
岩
や
変
成
岩
が
多
く
露
出
し
て
い
る
。

首
長
墓
の
系
列
は
、
前
方
後
円
墳
の
寺
田
川
古
墳
（
二
〇
㍍
）
を
嚆
矢

と
し
、
扇
八
幡
古
墳
（
五
八
㍍
）・
箕
田
丸
山
古
墳
（
四
〇
㍍
）・
庄
屋
塚

古
墳
（
八
一
㍍
以
上
）、
そ
の
後
に
行
橋
市
長
木
の
八
雷
神
社
古
墳
（
七
三
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㍍
）
を
位
置
付
け
、
橘
塚
（
方
墳
）・
綾
塚
古
墳
（
円
墳
）
と
い
う
流
れ
が

想
定
さ
れ
る
が
、
な
お
資
料
不
足
で
あ
り
、
今
後
に
期
待
す
る
。

首
長
墓
を
除
く
主
要
な
古
墳
と
し
て
三
室
か
ら
な
る
横
穴
式
石
室
を
も

つ
勝
山
古
墳
群
（
後
述
）、
平
尾
の
妙
見
古
墳
が
注
目
さ
れ
る
。
五
世
紀

代
以
前
の
妙
見
古
墳
は
直
径
三
〇
㍍
の
大
型
円
墳
で
、
周
溝
を
備
え
て
い

た
と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
と
な
っ
て
未
調
査
の
ま
ま

破
壊
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
巨
石
墳
、
首
長
墓
に
準
じ
る
古
墳

は
や
は
り
橘
塚
な
ど
に
比
較
的
近
い
位
置
に
立
地
し
、
後
期
の
町
内
の
有

力
集
団
は
黒
田
地
区
を
拠
点
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

前
期
に
属
す
る
古
墳
は
南
部
、
久
保
地
区
の
野
添
遺
跡
が
、
中
期
古
墳

も
そ
れ
に
近
い
上
久
保
地
区
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
例
が
あ
る
だ
け
だ
が
、

分
布
図
に
は
箱
式
石
棺
な
ど
と
記
さ
れ
た
遺
跡
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
当

然
小
平
野
・
河
川
流
域
ご
と
に
更
な
る
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
勝
山
神
社
の
あ
る
丘
陵
に
は
低
墳
丘
の
古
墳
群
が
あ
り
、
そ
れ

ら
も
四
〜
五
世
紀
代
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
世
紀
後
半
の
古
墳
は
箕
田
中
原
古
墳
群
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
報
告
に
あ
る
、
同
じ
丘
陵
の
東
側
に
位
置
す
る
北
野
一
号
墳
も

箱
式
石
棺
を
主
体
部
と
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
五
世
紀
代
の
古
墳
と
思

わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

後
期
の
群
集
墳
と
し
て
は
勝
山
池
西
古
墳
群
（
四
〇
基
）・
池
田
道
東

古
墳
群
（
五
〇
基
）・
中
尾
池
南
古
墳
群
（
二
〇
基
）
な
ど
が
大
規
模
な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
状
把
握
で
あ
り
、
詳
細
な
調
査
を
行

え
ば
更
に
古
墳
数
が
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
横
穴
墓
は
平
尾
・
宮

原
・
岩
熊
地
区
で
知
ら
れ
て
い
る
が
実
態
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

古
墳
時
代

の

集

落

古
墳
の
よ
う
に
外
観
に
よ
っ
て
存
在
が
わ
か
る
遺
構
と

違
い
、
地
表
下
に
埋
も
れ
た
集
落
に
つ
い
て
は
採
集
さ

れ
た
土
器
な
ど
の
遺
物
に
よ
り
そ
の
存
在
を
推
定
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
発
掘
調
査
の
増
加
に
よ
り
竪
穴
式
住
居
等
と
い
っ
た
具

体
的
に
集
落
の
存
在
を
示
す
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
集
落
に
関
す
る
情
報
が

増
え
て
き
て
い
る
。
発
掘
調
査
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
ほ
場
整
備
に
伴
う

も
の
で
あ
る
た
め
地
域
的
・
地
形
的
に
分
布
に
偏
り
が
生
じ
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、
現
在
ま
で
確
認
で
き
て
い
る
集
落
遺
跡
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
概

観
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
出
土
遺
物
の
整
理
が
完
了
し
て
い
な
い
た
め
調

査
段
階
で
古
墳
時
代
の
住
居
で
あ
る
と
認
識
し
た
も
の
を
対
象
と
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
当
然
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
平
地
式
住
居
や
掘
立
柱
建
物
な

ど
の
古
墳
時
代
に
属
す
る
確
証
が
持
て
な
い
遺
構
に
つ
い
て
は
除
外
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
新
た
に
古
墳
時
代
に
含
め
る
こ
と
と
な
る
遺

構
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
時
代
の
特
定
が
で
き
な
く
と
も
典
型

的
な
二
間
×
二
間
の
総
柱
建
物
も
合
わ
せ
て
対
象
と
し
て
い
る
。

勝
山
町
に
お
け
る
古
墳
時
代
の
集
落
は
久
保
・
諫
山
・
黒
田
の
ほ
場
整

備
に
対
応
し
て
大
き
く
三
つ
の
範
囲
で
確
認
で
き
た
。
長
峡
川
の
支
流
で

あ
る
宇
田
川
の
南
岸
に
あ
た
る
上
久
保
集
落
の
西
側
、
長
峡
川
流
域
の
岩

熊
周
辺
の
段
丘
状
地
形
、
黒
田
の
微
高
地
及
び
観
音
山
の
裾
部
分
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
場
所
も
近
く
に
小
河
川
が
流
れ
て
お
り
、
水
利
に
恵
ま
れ
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た
地
点
を
選
地
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
稲
作
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、
水
田
適
地
に
近
い
と
い
う
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
当
時
の
水
田

経
営
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
久
保
地
区
の

集
落
で
は
南
北
の
谷
は
狭
く
、
離
れ
た
初
代
川
近
く
ま
で
行
か
ね
ば
水
田

適
地
は
な
い
。
ま
た
、
黒
田
で
は
微
高
地
の
両
側
の
低
地
、
あ
る
い
は
山

裾
に
入
り
込
む
谷
は
確
か
に
水
に
不
自
由
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
平
坦

地
の
幅
が
狭
い
。
唯
一
諫
山
に
お
い
て
検
出
し
た
集
落
の
み
は
広
い
平
坦

地
を
も
つ
が
、
住
居
を
検
出
し
た
場
所
自
体
が
長
峡
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て

堆
積
し
て
で
き
た
場
所
で
あ
り
、
安
定
し
て
集
落
を
営
む
に
は
危
険
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
稲
作
を
主
眼
に
置
か
ず
何
ら
か
の
他
の
目
的
を
持
っ
て

集
落
を
選
地
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
で
は
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
古
墳
時
代
住
居
が
検
出
さ
れ
た
遺
跡
を
も
と
に
集
落
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
の
遺
跡
に
お
い
て
も
六
世
紀
後
半
代
に
属
す
る

遺
構
を
検
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
前
後
す
る
時
期
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
長
期
間
の
集
落
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡

の
存
在
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
集
落
に
つ
い
て
も
全
容
を
窺
知
る
に
は
断

片
的
す
ぎ
る
が
、
古
墳
時
代
後
期
に
各
所
で
築
造
さ
れ
る
群
集
墳
周
辺
に

集
落
を
営
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
今
後
の
資
料
の
増
加
と
発
掘
調
査

資
料
の
検
討
に
よ
っ
て
具
体
的
な
関
係
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。な

お
、
現
在
ま
で
窯
跡
と
い
っ
た
生
産
遺
跡
は
町
内
で
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
箕
田
丸
山
古
墳
・
扇
八
幡
古
墳
や
庄
屋
塚
古
墳
で
は
大
量
の
埴

輪
が
樹
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
焼
い
た
窯
跡
が
近
辺
に
存
在
す
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
れ
も
今
後
に
期
待
し
よ
う
。
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図２―１２１ 勝山町古墳時代遺跡分布図
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表２―１３ 勝山町古墳時代遺跡地名

備 考
消滅

一部消滅
５基消滅
９基消滅

一部消滅
消滅

一部消滅

１基消滅

一部消滅

消滅
消滅

消滅

消滅

一部消滅

消滅
消滅
消滅
消滅
消滅
消滅
消滅

遺 跡 の 概 要
丘陵上、箱式石棺、甕棺群
丘陵裾部の低地、集落跡か
低台地、集落跡？
丘陵の先端部、３基現存、横穴式石室
丘陵上、１２基現存、小円墳群、横穴式石室
舌状丘陵尾根線、小円墳
舌状丘陵尾根線、小円墳
舌状丘陵尾根線、小円墳
舌状丘陵頂部、帆立貝式前方後円墳？、横穴式石室？
丘陵先端部、箱式石棺
丘陵先端部付近
丘陵先端部付近、墳丘完存、横穴式石室
丘陵先端部付近、墳丘完存、横穴式石室
低丘陵上、箱式石棺群
観音山麓、３０基以上の小円墳群、横穴式石室
低丘陵、４基以上存在、横穴式石室
丘陵先端付近平坦部、箱式石棺・甕棺群
丘陵先端付近、墳丘完存、径約３０m、横穴式石室
丘陵先端付近、墳丘完存、径約３０m、横穴式石室
丘陵先端付近、墳丘完存、径約３０m、横穴式石室
丘陵先端付近、墳丘完存、径約３０m、横穴式石室
丘陵頂部、箱式石棺、刀・鏃・�・剣出土
丘陵頂部、墳丘一部削平、横穴式石室
丘陵先端、墳丘完存、横穴式石室
丘陵先端、墳丘完存、横穴式石室
丘陵先端、墳丘完存、横穴式石室
山麓から延びる丘陵、１１基以上、横穴式石室
山麓斜面、１１基の小円墳群、全て横穴式石室
丘陵稜線、７基の円墳群、全て横穴式石室
丘陵稜線、４基の円墳群、全て横穴式石室
標高５０～１０mの斜面に約４０基群存、小円墳群
丘陵頂部、横穴式石室、消滅
丘陵斜面、墳丘完存、横穴式石室
丘陵斜面、墳丘完存、横穴式石室
低丘陵、箱式石棺
三つの舌状丘陵に約５０基の円墳が群集、全て横穴式石室
山麓、墳丘一部削平、横穴式石室（単室）
山麓の扇状地
丘陵上、円墳６基、墳丘完存
丘陵上、円墳３基
丘陵先端
丘陵裾部、横穴群
丘陵先端裾部、横穴群
丘陵先端、墳丘完存、横穴式石室
丘陵先端、墳丘完存、横穴式石室
丘陵上、土壙墓、甕棺墓、木棺墓確認
丘陵斜面、１基を確認
丘陵上、墳丘完存、竪穴系横口式石室
丘陵上、墳丘完存、竪穴系横口式石室
丘陵上
丘陵上
丘陵上
丘陵上
丘陵上
丘陵上
丘陵斜面、２基確認
低丘陵稜線上、全長約５８．４mの前方後円墳、周
濠・周堤含め全長約８２．５m、後期、主体部は不詳
丘陵上、５基、横穴式石室
丘陵上、小円墳、箱式石棺
丘陵上、小円墳、箱式石棺
丘陵上、小円墳、箱式石棺（？）
丘陵上、小円墳、箱式石棺（？）
低丘陵上

所在地
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字長川
大字長川
大字長川
大字長川
大字長川
大字池田
大字池田
大字岩熊
大字岩熊
大字岩熊
大字岩熊
大字岩熊
大字宮原
大字宮原
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田

大字箕田

大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字箕田

種 別
墓地
散布地
散布地
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
墓地
円墳
前方後円墳
円墳
墓地
円墳
円墳

円墳
円墳
円墳
円墳
墓地
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
墓地
円墳
円墳
散布地
円墳
円墳
円墳
横穴
横穴
円墳
円墳
墓地
横穴
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
横穴

前方後円墳

円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
散布地

遺 跡 名
安藤池東遺跡
安藤池西遺跡
原遺跡
北ケ迫池北古墳群
御清水池南古墳群
三ツ塚１号墳
三ツ塚２号墳
三ツ塚３号墳
三ツ塚南古墳
寺田川遺跡
寺田川１号墳
寺田川２号墳
寺田川３・４号墳
梅林遺跡
五位ノ木池西古墳群
新池西南古墳群
永敬寺裏遺跡
永敬寺裏１号墳
永敬寺裏２号墳
永敬寺裏３号墳
永敬寺裏４号墳
二又池東遺跡
二又池東古墳
二又池南１号墳
二又池南２号墳
二又池南３号墳
浄古庵古墳群
小堤池北古墳群
小堤池南古墳群
勝山神社古墳群
勝山池西古墳群
清地神社南１号墳
清地神社南２号墳
清地神社南３号墳
清地神社遺跡
池田道東古墳群
小松池西古墳
小松池西遺跡
長迫池南古墳群
岩熊古墳群
旧小学校地古墳
若宮八幡横穴群
宮ケ谷池南横穴群
宮原１号墳
宮原２号墳
キベガ迫遺跡
キベガ迫横穴
中原１号墳
中原２号墳
中原３号墳
中原４号墳
中原５号墳
中原６号墳
中原７号墳
中原８号墳
中原横穴

扇八幡古墳（県史跡）

扇八幡南古墳群
北野１号墳
北野２号墳
北野３号墳
北野４号墳
箕田大池遺跡

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５
５６
５７

５８

５９
６０
６１
６２
６３
６４
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備 考

大半消滅

一部消滅

消滅
消滅

４～６号墳消滅
半数消滅
消滅

消滅

消滅

一部消滅

消滅
一部消滅

一部消滅
一部消滅
消滅

消滅

消滅

一部消滅

消滅
消滅
消滅

消滅

消滅
消滅

遺 跡 の 概 要
丘陵上
低台地、墓地、集落跡？ 鏡片
丘陵上、円墳２基、横穴式石室
山麓斜面、円墳３基、横穴式石室
低台地、集落跡？
低台地、墳丘削平、巨石利用の横穴式石室、封土中より土製鏡・土製勾玉出土
河岸段丘、小墳丘、箱式石棺、伝鏡
低台地、集落跡？
低台地、箱式石棺
低台地
低台地、墳丘完存、横穴式石室
低台地、集落跡？
丘陵先端部、径３５m、周濠、竪穴式石室か
丘陵稜線、３基の小円墳
丘陵稜線、墳丘の一部削平
丘陵稜線、墳丘完存
丘陵稜線、墳丘完存
丘陵裾部、長い墓道、羨門部に組石を持つ
丘陵裾部
丘陵上、墳丘流失、横穴式石室
丘陵斜面
丘陵先端部、箱式石棺
丘陵稜線、半壊、横穴式石室
丘陵稜線、４基の円墳、横穴式石室
丘陵上、３基の円墳群
山麓裾、円墳８基
低台地上、墳丘の一部削平
低台地上、墳丘の一部削平
低台地上、箱式石棺、土壙墓
丘陵上、１０基の円墳群
丘陵先端部
丘陵上、箱式石棺群
丘陵上、６基の円墳群
丘陵上、集落跡？
丘陵上、墳丘完存、横穴式石室
丘陵上、墳頂陥没
丘陵上、２０基の円墳群
山麓の台地上、５基の円墳現存
丘陵上、１０基の円墳群、横穴式石室
丘陵先端部、墳丘完存、横穴式石室
山麓、１５基の円墳群
丘陵上、５基の円墳群、横穴式石室
山麓斜面、約３０基の円墳群、横穴式石室
丘陵先端、直径４１m、高さ８mの大円墳、周濠有り、
現在長２１mの複室横穴式石室に家型石棺安置
微高地上、全長１６mの巨石を用いた複室構造の方墳、辺長約４０m
墳丘全長８１m以上、前方部と後円部に横穴式石室
墳丘全長４０m、前方部と後円部に横穴式石室、前
方部石室から副葬品多数出土
丘陵上平坦面、竪穴住居９３軒・掘立柱建物４１棟・土坑１００基以上
丘陵上竪穴式住居４軒、掘立柱建物など
丘陵先端部、円墳２基、墳丘径１２～１３m、横穴式石室
丘陵上平坦面、円墳１４基、竪穴式石室・石棺を主体部とする５世紀代
丘陵南斜面、古墳１２基、横穴式石室
丘陵尾根線上、古墳４基・箱式石棺２・石蓋土壙
墓１、木棺・箱式石棺を主体とする前期古墳
丘陵裾部から谷部、竪穴式住居、掘立柱建物、後期古墳２基など
丘陵先端部で古墳時代後期の竪穴住居２軒など、谷部で遺物包含層
低丘陵上、古墳後期集落、竪穴式住居４８軒、掘立柱建物４８軒など
低丘陵上
低丘陵上、古墳後期集落、方形竪穴式住居４２軒、掘立柱建物７棟など
低丘陵上、竪穴式住居２軒など
低丘陵上、竪穴式住居２３軒、掘立柱建物など
谷部、竪穴式住居２軒、掘立柱建物４棟など
丘陵裾、竪穴式住居８軒、掘立柱建物４棟

所在地
大字箕田
大字箕田
大字箕田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字上田
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田
大字松田

大字黒田

大字黒田
大字黒田

大字黒田

大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字大久保
大字松田

大字大久保

大字黒田
大字松田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字黒田
大字岩熊
大字岩熊

種 別
円墳
散布地
円墳
円墳
散布地
円墳
墓地
散布地
墓地
散布地
円墳
散布地
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
横穴
横穴
円墳
横穴
墓地
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
散布地
円墳
円墳
墓地
円墳
散布地
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳
円墳

円墳

方墳
前方後円墳

前方後円墳

集落
集落
円墳
古墳
古墳

古墳

集落跡・古墳
集落・その他
集落
集落
集落
集落
集落
集落
集落

遺 跡 名
亀田道古墳群
三島山遺跡
三島山古墳群
勝山古墳群
勝山遺跡
一の塚古墳
上田遺跡
大薮遺跡
大薮東遺跡
中久保遺跡
大原八幡古墳
曼陀羅寺東遺跡
妙見古墳
妙見南古墳群
石ケ坪池北西１号墳
石ケ坪池北西２号墳
石ケ坪池北西３号墳
石ケ坪池西横穴群
石ケ坪池南横穴群
石ケ坪池西古墳
雁俣池南横穴群
平尾西遺跡
平尾西古墳
雁俣池西古墳群
図師東古墳群
図師西古墳群
上久保１号墳
上久保２号墳
上久保南遺跡
図師棚田古墳群
御手水道古墳
大古野東遺跡
大古野西古墳群
上野遺跡
上野東古墳
上野北古墳
中尾池南古墳群
トウテ池南古墳群
堂ケ迫北古墳群
下田神社古墳
下田南古墳群
姥山古墳群
菩提古墳群

綾塚古墳（国史跡）

橘塚古墳（国史跡）
庄屋塚古墳

箕田丸山古墳

久保地区遺跡群（五反畑・四反畑遺跡他）
大久保今地遺跡
上久保古墳群
大久保掘生遺跡
御手水原古墳群

野添遺跡

黒田地区遺跡群（久保田・蔵本・伊龍遺跡他）
菩提１遺跡
黒田地区遺跡群（神田・平田・平原遺跡他）
中黒田遺跡
黒田地区遺跡群（八田ケ坪・持田遺跡他）
黒田下原出口遺跡
黒田エノヲ遺跡
岩熊栗屋遺跡
岩熊古江遺跡

番号
６５
６６
６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９
８０
８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９
９０
９１
９２
９３
９４
９５
９６
９７
９８
９９
１００
１０１
１０２
１０３
１０４
１０５
１０６
１０７

１０８

１０９
１１０

１１１

１１２
１１３
１１４
１１５
１１６

１１７

１１８
１１９
１２０
１２１
１２２
１２３
１２４
１２５
１２６
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